


　この度、立憲民主党から東京都議会議員選挙（八王子選挙区）に
おいて公認を頂きました。 
　私は多摩地域の市議会議員として10年間、活動をさせて頂きまし
た。地方議会で取り組ませて頂いた経験の中で、東京都政には多摩
地域の声がもっと届くことが必要であり、そうすることで地域に住
む市民の生活が、より豊かになると強く考えるようになりました。 
　地域の声に耳を傾け、「草の根からの民主主義」をすすめていく
立憲民主党の理念を進めることが、都政を動かし、それが多摩地域
の未来につながると考えます。 
　地域の皆さんの声を都政に届け、多摩地域の中心である八王子か
ら東京都を変え、政治を変えていき、真の民主主義を創っていくた
めに、この度、決意をさせて頂きました。 
　多摩地域の代表として、市民の皆さんの声、地域の皆さんの声を
都政に届け、「生命を守り、支え合う政治」を進めて参り
ます。
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生命を守り、支え合う政治を八王子から！ 
一人ひとりが「自律」した、市民主体のまちづくり。一人ひとりの違いを認め、多様性を受け入れ
る「共生」社会。自律と共生で一人ひとりがおもいやりを持ち「支え合う」東京を目指します。

①コロナ禍の中で生命・生活を守る
・医療従事者への支援と医療施設の確保を
・感染連鎖を防ぐための検査の充実・無料化を
・事業を守るための要請と補償はセット
・10万円以上の定額給付金の実現を

③暮らし・人権を守る
・お年寄りから赤ちゃんまで、誰もが受けられる
　「ベーシックサービス」実現に向け、福祉や介護
　などの施策を拡充します。
・東京都版パートナーシップ制度の創設
・ペット殺処分ゼロを継続・徹底します。アニマル
　ウェルフェアを踏まえた適正飼育を推進します。

②地域からのまちづくり
・都立多摩産業交流センターを活用した中小企業の
　モノづくり
・ICTを活用し、誰もが活動しやすいバリアフリーの
　まちづくり
・「サステナブル・リカバリー」の視点で、新しい産
　業をつくり、持続可能な東京を

④未来を担う「人財」のため
・給付型の奨学金拡充等で子育て世帯の家計を支える
・保育だけでなく、産前産後ケアの充実で総合的な子
　育てサポート
・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖の健康/
　権利）結婚・子育て・仕事など総合的な人生設計を


